
現状と課題

北の住まいるタウンの取組（冬ver.）の考え方（再生エネルギーの活用等）

冬verの取組のポイント

○豊富な再生可能エネルギー
①太陽光・風力・バイオマス等の従来資源
②雪国の特性を活かした雪冷熱等
→マネジメント・効率化・商業化

○冬期（雪・低温）の最大限の活用
・体験型観光を基軸とした観光産業創出
・冬期スポーツに特化したイベント創出

○まちづくりに関する新しい動き等
・二地域居住による新たな移住提案
・「人中心のまちなかづくり」へのシフト

○DXを活用したまちづくり等
・DXはまちづくりの重要なインフラ
・スマート技術×冬で、新しい技術開発

誰もが心豊かに
住み続けること
ができるまち

安全・安心で
暮らしやすい
まち

エネルギー循
環が進んだ効
率的なまち

（１）再生可能エネルギーを活用した産業の創出
再生可能ネルギーの冬期活用・マネジメント・エネルギー利用の効率化
（例）地域エネルギー会社、エネファンド、産官学連携に伴う企業進出

（２）北海道の地域特性を活用した産業の創出
新しい北海道体験・二地域居住による移住増・雪氷を活かした産業振興
（例）イベント産業、児童教育等スタートアップ、インフラ補修、スポーツ関連企業

（３）寒冷地技術の運用・商業化
寒冷地の特性を活かす技術開発、寒冷地にメリットのある産業の誘致
（例）半導体等IT産業、農産物等の研究開発、寒冷地関連の技術開発

（４）冬期災害への備え・安全対策
スマート技術を活用した除雪、道の駅の冬期拠点化
（例）省人化・遠隔化・通信技術に関連する技術開発・防災スタートアップ

冬verの取組例

（１）再生可能エネルギーの活用

（３）寒冷地技術の運用・商業化

（２）北海道の地域特性の活用

（４）冬期災害への備え・安全対策

冬を生かした二地域居住
教育・子育てと連携

・中高生、子育て世帯の誘致
・教育スタートアップの台頭
・空き家の有効活用・長寿命化

・冬の保育園留学体験
・冬期スポーツ特化校
への編入

・高断熱住宅の整備

・

・雪氷貯蔵
・融雪水での養殖
・新たな製品開発

・農閑期の収入確保
・道産ブランドの海外進出
・大学・企業との連携強化

雪氷・融雪を
活かした特産品

・除雪車自動運転
・歩道の除雪優先施行
・屋根雪の落雪自動化

スマート除雪など
の実用化

・建設業省人化による３K払拭
・事故や通行トラブル軽減
・省人化・遠隔技術の開発

道の駅の
冬期拠点化

・車両スタックの備え
・避難時の備蓄

・安全安心な長距離移動
・冬期の迅速な情報把握
・情報通信関連の開発促進

・建築材、バイオマス燃料
・文房具、酒樽、楽器

冬期間伐材の活用

バーティカルファーム
（植物工場）
の活用

・未経験者・若者の参入
・大学等研究機関との連携
・空調・材料加工など関連企業増

・通勤通学者の円滑な避難
・ホテルの閑散期有効活用
・行政施設の多目的化・汎用化

・雪冷房
・雪道の自動運転
・建物の断熱性能向上

寒冷地対応技術の進展

・寒冷地技術の開発促進
・新技術を海外寒冷地へ輸出
・建築設備など関連企業増

・ヒートポンプ等技術開発の推進
・高効率化によるエネコスト減
・売電による収入増

エネルギー利用の効率化

・蓄電池の発達
・高効率ヒートポンプの活用
・下水道・ゴミ処理での熱利用

・雪像解体見学

新たな北海道体験

・新たな観光産業の掘り起こし
・地元産業の技術アピール
・冬期短期移住の機会増

・しばれ体験
・除雪体験
・冬期グランピング

→観光の新たな切り口
・インバウンドへの取込

・厳寒の焼肉

（北見市）

ウインタースポーツ、
冬の体験通年化

・冬期スポーツの復活
・冬期国際大会の期待
・新たな顧客の開拓

・貯蔵雪氷の活用
・民間企業の活用
・カーリング等新
スポーツの体験

（妹背牛町）

・スタートアップの台頭
・地域内で雇用の増加
・エネルギー地産地消による収益増

・地域密着ベンチャー
・エネルギーファンド
・PPP等の官民連携
・売電による収益化

多様なエネルギー源
の冬期活用

街区単位の
エネルギーマネジメント

・バイオマス
・地中熱、温泉熱
・下水熱、都市廃熱
・積雪発電

（登別市）

インフラの民間活用

・道路、公園や上下水
道の民営化

・冬のインフラツーリ
ズム、公園イベント

・維持管理コストの減
・関連する雇用の増加

（知床観光）道路

帰宅困難者対策

・スマホを通じた防災情報配信
・避難情報をスマホに配信
・ホテルと行政の連携
・行政施設の一時活用

（札幌市）

冬verの取組（例）

まちの
目指す姿

・IT産業（データセンター等）の誘致
・温暖化による栽培・製造の拡大

（サツマイモ・ワイン・ブリ等）
・除雪技術研修・テストコース等のインフラ

・過疎地における地域内雇用の増加
・研究者（民間・大学）の転入増加
・付随するサービス産業の振興

寒冷地にメリットのある
産業の誘致

・自動車等試験研究

（士別市）

取組の方向性

コンパクトな
まちづくり

暮らしやすさの
向上

脱炭素
資源循環

災害に強いまち
づくり

新しい産業
の創出

○人口減少と過疎化の進展

○広域分散型都市構造

○厳しい経済情勢

○交通・物流

・バス利用者の減少

・過疎地での輸送効率の低下

・バス・トラック運転手など

の労働力不足等

○地球環境問題の深刻化

○自然災害リスクの高まり

冬期の津波
避難施設

・津波避難タワー
（冬期避難対応）

（釧路町）

・平常時の防災訓練
・地域の防災活動の拠点

（天塩町）
（美唄市）

（和寒町）

・越冬
キャベツ

・マンゴー
ハウス栽培

（音更町）

・融雪水と雪
冷熱による
ウナギ養殖

（札幌市）

・発熱コンクリート

（美唄市）

・雪中米

（沼田町）

・イチゴ栽培

（苫小牧市）
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・IoT（リスクの予見、無人決済）

・ビッグデータ

（公共交通の再編、空き家・台帳の分析）

・AI（スマートシティ・老朽インフラの監視）

・ICT（テレワーク・遠隔学習）

・RPA（労働コストの低下・生産性の向上）

・クラウド（データ共有による利便性の向上）

・XR（３D活用によるまちづくり、体験教育）

DXを活用した北の住まいるタウンの取組（2.0ver.）の考え方（DXの活用）

現状と課題

○人口減少と過疎化の進展

○広域分散型都市構造

○厳しい経済情勢

○交通・物流

・バス利用者の減少

・過疎地での輸送効率の低下

・バス・トラック運転手など

の労働力不足等

○地球環境問題の深刻化

○自然災害リスクの高まり

（１）どこでも快適に、安心して暮らせる

人口減少・遠隔地などをカバーするDXを活用し、利便性・安全性を向上させる

（例）スマート店舗、オンライン医療、ドローン輸送

（２）地域で雇用が生まれる

DXにより最適化を図り、エネルギー使用を抑制し、収益性を改善する

（例）地域エネルギー会社、新たな地場産業・地域通貨、フードテック

（３）どこでも学べる、成長できる
場所を選ばず学べる環境の提供、DXによる早期の人材育成

（例）オンライン教育、海外交流

（４）コミュニティをつくる、維持する

DXによる新しい体験・世界規模に広がる交流を実現する

（例）コンテンツ産業、多言語対応、バーチャル技術

DXの活用

誰もが心豊かに
住み続けること
ができるまち

安全・安心で
暮らしやすいま
ち

エネルギー循
環が進んだ効
率的なまち

（２）地域で雇用が生まれる（１）どこでも快適に、安心して暮らせる

（４）コミュニティをつくる、維持する

エネルギー・人流の最適化

・通年運行の自動運転バス
・AI活用したデマンド交通
・AI車掌、ｽﾏｰﾄﾊﾞｽ停
・非接触購買（無人店舗）

・バーチャル観光案内
・現地のARで情報提供
・匂い、味を伝えるVR

・街灯、駐車場のｽﾏｰﾄ化

・ロードプライシング

・3Dプリンティング建築

・漁場環境のAI予測
・工程のロボット導入
・AIカメラによる購買分析

ICTを活用した
体験・交流

メタバースによる交流の場

勘・経験則のデータ化

・人材の早期育成

・技術継承による企

業存続

・地下資源の採掘
・４足歩行ロボット運搬
・XR活用した安全教育

作業のロボット・
AI活用

・ヒューマンエラー・
事故防止

・立入困難な場所での
作業

・会話の補助
(外国人、障がい者)
・観光地ガイド
・ロボット導入

・外国人との多言語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの発達

・インバウンドの
促進

エネルギーを地域でマネジメント

・ｼｰﾑﾚｽなお出かけ環境

・買物難民の防止
・高齢者・障がい者の自立

・多様な再エネの組み合せ

・下水・ゴミ処理から熱供給

・水素、燃料電池の活用

・道外・海外の北海道の
ファンを増やす

・コンテンツ化で収益増
・地方でも多彩な人脈構築が可能
・国際感覚を持った人材の輩出
・留学生や海外研究者との交流増

・混雑緩和、通行安全性の確保
・まちなか居住の推進
・温室効果ガスの削減

・売電により地域へ還元
・エネルギーの地産地消
・緊急時のリスクヘッジ

・海外交流、留学イベント
・企業説明会
・展示会、商談会

人口減少に対応した
生活サービスの維持向上

コミュニケーション
の強化

災害リスク予見
災害時対応

・AIの高度な災害予測

・ロボット、ドローンでの
災害復旧支援

・被災リスク予測等の

高度なアプリの開発

（網走市）（上士幌町）

DXによる暮らし・社会の変化

2.0verの取組（例）

・行かない窓口
・リモート相談
窓口

・ドローン配送

・高齢者等の移動負担軽減

・過疎地でも快適な医療サービス

・本州等からの移住者の増加

遠隔のハンデを解消

・医療マース（移動型医療サービス）

資源やインフラ、災害
リスクの把握

成長する先端技術
産業への活用

・関連産業の発展集積

・高度人材の増加

・３D都市モデル
・ブルーカーボン
・AIによる災害シミュ
レーション

・わかりやすい防災・減災
の啓発

・新たな資源の開発促進

・食料基地としての
役割強化

・加工製造拡大による
収益増加

・遠隔営農
・ドローンとAIに
よる圃場管理

・陸上養殖プラント
・ふるさと納税NFT
（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｲﾃﾑ購入に
よる地域特典）

既存の産業への
DXの活用

・宇宙・半導体・航空関
連産業への活用

AI、ICTによる
資源管理

・ICTﾊｰﾍﾞｽﾀ

・監視カメラ
・ドローン

・効率的な収穫・
採材による収益増

・IoTセンサー等
遠隔化技術の促進

多様な学びの場を
提供

・遠隔教育、生成AI活用
・３D教育メタバース

・高度で多様な教育機会の

増加・人材育成

・若者の地方定着、

流出抑制

・移住者の増加

・オープンデータの推進・
官民データ活用

まちの
目指す姿

スマートシティ化に
よる快適性の向上

・混雑・需要予測
・官民連携の増加
・治安維持の省人化

・居住者の満足度向上
・ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞによる収益増
・データに基づく起業・店舗進出

取組の方向性

コンパクトな
まちづくり

暮らしやすさの
向上

脱炭素
資源循環

災害に強いまち
づくり

新しい産業
の創出

（３）どこでも学べる、成長できる

多様な働きの場を提供

・テレワーク
・二地域居住＆
ワーケーション

・若者の地方定着、

流出抑制

・移住者の増加

（網走市）

（厚真町）

・共助型困りごと
解決サービス
「ミーツ」

・世代間を超えた
新たな交流

・地域課題の
可視化

DXを活用した
地域コミュニティ
の維持


